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表層(t1) 下層路盤厚(t3)上層路盤厚(t2)アスファルト舗装

影響幅:b(mm)

1
0
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B

A

呼び径

掘　　削　　幅　　(B)

矢板なし 軽量鋼矢板 建込み簡易土留

掘削幅:B(mm)

砂基礎工詳細図
S=1:10

地盤
管径(mm) 普通地盤 岩盤・転石地盤 軟弱地盤

200以下

250～450

500以上

※この図面は、一般図であり同等以上の仕様で施工を行うものとする。

※富士市下水道実施設計要領に基づき埋戻しは20cm毎に転圧を行う事。
※基礎材は原則としてPS灰使用の再生砂を使用するものとする。
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下水道標準設計図

         JSWASK-1        S=FREE

私　道

N3交通

N4交通

N5交通

下水道用硬質塩化ビニル管布設工

硬質塩化ビニル管

450

500

再生盛土材又は良質流用土

b
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400

400

基床厚：A(mm)

100以上 100以上 100以上

150以上 150以上 150以上

200以上 200以上 200以上

b=t2+t3

φ125～　砂基礎工
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表層(t1) 下層路盤厚(t3)上層路盤厚(t2)アスファルト舗装
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呼び径

掘　　削　　幅　　(B)

矢板なし 軽量鋼矢板 建込み簡易土留

掘削幅:B(mm)

S=1:10

地盤
管径(mm) 普通地盤 岩盤・転石地盤 軟弱地盤

200以下

250～450

500以上

砕石基礎工詳細図

※この図面は、一般図であり同等以上の仕様で施工を行うものとする。
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※基層材は原則として再生材を使用すること。
※富士市下水道実施設計要領に基づき埋戻しは20cm毎に転圧を行う事。

下水道標準設計図

         JSWASK-13        S=FREE

厚さ 外径呼び径
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下水道用リブ付硬質塩化ビニル管布設工
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再生盛土材又は良質流用土
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b=t2+t3

基床厚：A(mm)

100以上 100以上 100以上

150以上 150以上 150以上

200以上 200以上 200以上

φ150～　砕石基礎
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表層(t1) 下層路盤厚(t3)上層路盤厚(t2)アスファルト舗装
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掘削幅:B(mm)

砂基礎工詳細図
S=1:10
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※富士市下水道実施設計要領に基づき埋戻しは20cm毎に転圧を行う事。
※基礎材は原則としてPS灰使用の再生砂を使用するものとする。
※この図面は、一般図であり同等以上の仕様で施工を行うものとする。

 砂　地　盤

砂　地　盤

下水道標準設計図

         JSWASK-1        S=FREE
下水道用硬質塩化ビニル管布設工

硬質塩化ビニル管

私　道

N3交通

N4交通

N5交通

450

500

再生盛土材又は良質流用土

※砂基礎（流用）

※流用する際は、砂基礎材として適応しているか確認すること

b

100

300

400

400

b=t2+t3

軽量鋼矢板 建込み簡易土留
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1,150 1,350

1.200 1,350

掘　　削　　幅　　(B)

φ125～　砂地盤仕様



下水道標準設計図

縮尺　FREE

□□‰

人孔鉄ふた（φ600）一般図

断 面 図断 面 図

アンカーＢＴ穴６ケ所

開閉器具用穴

左右袋穴とする

転落防止装置

断 面 図

開閉器具用穴 耐荷重に応じた表記とする

（1号、楕円人孔）

中心点

アンカーＢＴ穴６ケ所

※富士市設計要領に基づいたふたを設置すること

富士市デザインふた 転落防止装置

平 面 図 平 面 図 平 面 図

次世代型鉄ふた

高機能型鉄ふた

袋穴

耐スリップ性能等を満たしたデザインとする

※この図面は、一般図であり同等以上の仕様で施工を行うものとする。

N4交通以上の車道部
車道幅員5.5m以上または

適用箇所 耐荷重
マンホールふたの種類

高機能型 デザインふた

T-25

上記以外の車道部

歩道

T-14

T-14

〇 - -

-

〇

〇

▲
※2

次世代型※1 ※1 ※1

錠

ちょう番

錠

φ600

P.C.D.760

φ820

1
1
0

φ600

P.C.D.760

φ820

ちょう番1
1
0

※2　坂道や普通貨物自動車以上の乗入れが想定される箇所では次世代型または高機能型の設置を検討する。
※1　特殊環境下では「防食性」「転落防止性」の特殊付加性能の追加を行うこと



本体

（ステンレス製）

モルタル接着材塗布

モルタル

モルタル仕上図可とう性継手

※この図面は、一般図であり同等以上の仕様で施工を行うものとする。

外バンド

内径750mm

組 立 ０ 号 マ ン ホ ー ル 一 般 構 造 図

平 面 図
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φ
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底版部基礎材区分表

基礎材厚Ｔ均しＣｏ厚

均しＣｏ基礎

均しＣｏ基礎+砕石基礎

均しＣｏ基礎+栗石基礎

50mm

50mm

50mm

100mm

150mm

0mm

※設計書の内容及び現場条件を考慮の上、基礎の施工を行ってください。

縮尺　FREE

下水道標準設計図

可とう性継手仕様

横 断 面 図

インバートコンクリート
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厚さ　2cm　(1:2)
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110600
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950

Ｔ

足 掛 金 物

縦 断 面 図
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底版ブロック

950

110 600 110

820

蓋 及 び 受 枠

調 整 金 具

調 整 リ ン グ
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深

ＧＬ
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3
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7
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均しコン
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（ 18-8-25BB）

モルタル

左右袋穴とする

設計値

▽２

▽１ CL

CL

※設計値は▽１及び▽２の高さを示す。

※実際に施工する際は実線部のように

インバート施工時

△△‰

□□‰□□‰

△△‰

□□‰

△△‰

△△‰

□□‰

インバート工の考え方

(人孔内落差 1cmの場合)

ｈ
ｈ

滑らかにインバートを施工すること

レベル調整機構

枠変形防止性能

高さ調整部材

750

2％ 2％

可とう継手



本体

（ステンレス製）

モルタル接着材塗布

モルタル

モルタル仕上図可とう性継手

外バンド

※この図面は、一般図であり同等以上の仕様で施工を行うものとする。

組 立 １ 号 マ ン ホ ー ル 一 般 構 造 図

内径900mm可とう性継手使用
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底版部基礎材区分表

基礎材厚Ｔ均しＣｏ厚

均しＣｏ基礎

均しＣｏ基礎+砕石基礎

均しＣｏ基礎+栗石基礎

50mm

50mm

50mm

100mm

150mm

0mm

平面図

※設計書の内容及び現場条件を考慮の上、基礎の施工を行ってください。

下水道標準設計図
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可とう継手
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側　面　図
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調整リング

斜壁

直壁

躯体ブロック

均しコンクリート
（18-8-25BB）
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インバート
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断　面　図
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1100

上厚20mm

設計値

インバート施工時

インバート工の考え方

□□‰

△△‰

CL

CL▽１

▽２

□□‰

△△‰ △△‰

□□‰

※実際に施工する際は実線部のように
滑らかにインバートを摺りつけること

□□‰

△△‰

※設計値は▽１及び▽２の高さを示す

(人孔内落差 1cmの場合)

ｈ
ｈ

レベル調整機構

枠変形防止性能

高さ調整部材

2％ 2％
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110 900 110

1,120

平 面 図

モルタル仕上図

モルタル

モルタル接着材塗布

※この図面は、一般図であり同等以上の仕様で施工を行うものとする。

一般構造図　　　　Ｓ＝１：２０

底版部基礎材区分表

基礎材厚Ｔ均しＣｏ厚

均しＣｏ基礎

均しＣｏ基礎+砕石基礎

均しＣｏ基礎+栗石基礎

50mm

50mm

50mm

100mm

150mm

0mm

組 立 楕 円 人 孔 一 般 構 造 図

※設計書の内容及び現場条件を考慮の上、基礎の施工を行ってください。

下水道標準設計図

縮尺　FREE

可とう性継手仕様
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縦 断 面 図
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蓋 及 び 受 枠
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調 整 リ ン グ

斜壁ブロック

直壁ブロック

躯体ブロック

底版ブロック
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インバートコンクリート

均しコンクリート

（18-8-25BB）
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横 断 面 図

組
立

深

マ
ン

ホ
ー

ル
深

蓋 及 び 受 枠

足 掛 金 物

上塗りモルタル

840
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厚さ　20mm　(1:2)

インバート工の考え方

設計値

インバート施工時

CL▽１

□□‰ □□‰
△△‰△△‰

▽２

※設計値は▽１及び▽２の高さを示す。

CL

□□‰ □□‰
△△‰

△△‰

※実際に施工する際は実線部のように
滑らかにインバートを摺りつけること

(人孔内落差 1cmの場合)

ｈ
ｈ

高さ調整部材

枠変形防止性能

レベル調整機構可とう性継手

本体

（ステンレス製）

外バンド

2％ 2％



インバート工図
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ル
深

D/2

D/2

2.0%2.0%

D

インバート

平面図 管口仕上図

モルタル

モルタル接着材塗布

断面図

底版

側面図

均しコンクリート

※この図面は、一般図であり同等以上の仕様で施工を行うものとする。
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下水道標準設計図



510

※この図面は、一般図であり同等以上の仕様で施工を行うものとする。

縦 断 面 図横 断 面 図

一般構造図　　　　Ｓ＝１：２０ 楕円
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斜壁ブロック

直壁ブロック

躯体ブロック

上塗りモルタル
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底版ブロック
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インバートコンクリート
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350

均 し コ ン ク リ ー ト

（ 18- 8 - 2 5 B B）

防護コンクリート

（ 18 - 8 - 2 5 B B）

蓋 及 び 受 枠

蓋 及 び 受 枠

底版部基礎材区分表

均しＣｏ厚

均しＣｏ基礎

均しＣｏ基礎+砕石基礎

均しＣｏ基礎+栗石基礎

50mm

50mm

50mm

100mm

150mm

0mm

※設計書の内容及び現場条件を考慮の上、基礎の施工を行ってください。

D

（０号・１号・楕円MH）人孔防護コンクリート一般構造図
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平面図

下水道標準設計図
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ヒューム管 塩ビ管 リブ付塩ビ管
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基礎材厚ｔ
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縮尺　FREE

厚さ　20mm　(1:2)



防護蓋仕様
(T-14,25)

塩ビ蓋仕様
(T-2)

小口径ﾎｰﾙ詳細図

お
す
い

ふ
じ
し

閉

開

ふ
じ
し

お
す
い閉

開

内蓋詳細図

汚　水

318

292

5

設　置　図

塩　ビ　蓋防　護　蓋

お
す
いふ

じ
し

開

閉 閉

開

ふ
じ
し お

す
い

'01N.S

※この図面は、一般図であり同等以上の仕様で施工を行うものとする。

（内蓋までの下がりではない）

※富士山頂が下流を向くように設置

流下方向 流下方向
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流下方向
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管基礎については、管布設工にて
ﾏﾝﾎｰﾙ部も計上する

管基礎については、管布設工にて

ﾏﾝﾎｰﾙ部も計上する

製品の底魁角度一覧表

０°
１５°
３０°
４５°
６０°
７５°
９０°

製品の底魁角度一覧表

2
6

立上管VUφ300

※防護蓋の中心が小口径ﾎｰﾙのｾﾝﾀｰとは限らない為、内蓋ｾﾝﾀｰにて距離を測定のこと

G
L
-
1
3
0

※鉄蓋から立上がり管までの下がりは130mmで施工すること。

下水道標準設計図

φ３００小口径　(φ200本管用)

※富士山頂が下流を向くように設置

※富士市設計要領に基づいたふたを設置すること



防護蓋仕様
(T-14,25)
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※この図面は、一般図であり同等以上の仕様で施工を行うものとする。
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※富士山頂が下流を向くように設置

（内蓋までの下がりではない）
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管基礎については、管布設工にて
ﾏﾝﾎｰﾙ部も計上する

管基礎については、管布設工にて

ﾏﾝﾎｰﾙ部も計上する

製品の底魁角度一覧表
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製品の底魁角度一覧表

※防護蓋の中心が小口径ﾎｰﾙのｾﾝﾀｰとは限らない為、内蓋ｾﾝﾀｰにて距離を測定のこと

※富士山頂が下流を向くように設置

※鉄蓋から立上がり管までの下がりは130mmで施工すること。
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下水道標準設計図

φ３００小口径　(φ150本管用)

※富士市設計要領に基づいたふたを設置すること
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インバート
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インバート
管きょ径

高所流入

底版種類（外形mm）φ560・φ750
φ560：管径φ150・φ200の良質地盤用
φ750：管径φ250・または軟弱地盤用
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ブチルテープ
（Ｌ＝１２００）
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ブチルテープ
（Ｌ＝１２００）

ソケットリング３０
（中蓋タイプ）
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RMC30(C)-370(150,200)180ﾄﾞ

流入側アダプタ

流出側アダプタ

ＲＭＣ３０（Ｂ）－４００

ソケットリング３０（標準タイプ）
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ＲＭＣ３０（Ａ）－２００
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直接ふた
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ＲＭＣ３０（Ｂ）－３００

ＲＭＣ３０（Ｂ）－４００
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ＲＭＣ３０（Ａ）－２００

ＲＭＣ３０（Ｂ）－４００

ＲＭＣ３０（Ｂ）－３５０（２００）
ＲＭＣ３０（Ｂ）－３００（１５０）

ＲＭＣ３０（Ｃ）－３７０（１５０，２００）１８０ト゛

ＣＲテイバン　ＲＭＣ３０（Ｐ）－７０

ＲＭＣ３０（Ｂ）－１００
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ＲＭＣ３０（Ｂ）－１５０

ＲＭＣ３０（Ｃ）－３７０（１５０，２００）１８０ト゛

小型レジンマンホール設置標準図（沈下防止スペ－サ－付）

流下方向
流下方向

流下方向

下水道標準設計図

※富士市設計要領に基づいたふたを設置すること

※この図面は、一般図であり同等以上の仕様で施工を行うものとする。



内副管継手内副管継手内副管継手内副管継手内副管継手内副管継手内副管継手

※突出長は300mm以内※突出長は300mm以内※突出長は300mm以内※突出長は300mm以内※突出長は300mm以内※突出長は300mm以内※突出長は300mm以内
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モルタル仕上図モルタル仕上図モルタル仕上図モルタル仕上図モルタル仕上図モルタル仕上図モルタル仕上図

外バンド外バンド外バンド外バンド外バンド外バンド外バンド

（ステンレス製）（ステンレス製）（ステンレス製）（ステンレス製）（ステンレス製）（ステンレス製）（ステンレス製）

本体本体本体本体本体本体本体

※この図面は、一般図であり同等以上の仕様で施工を行うものとする。※この図面は、一般図であり同等以上の仕様で施工を行うものとする。※この図面は、一般図であり同等以上の仕様で施工を行うものとする。※この図面は、一般図であり同等以上の仕様で施工を行うものとする。※この図面は、一般図であり同等以上の仕様で施工を行うものとする。※この図面は、一般図であり同等以上の仕様で施工を行うものとする。※この図面は、一般図であり同等以上の仕様で施工を行うものとする。
※基礎材は原則として再生材を使用するものとする。※基礎材は原則として再生材を使用するものとする。※基礎材は原則として再生材を使用するものとする。※基礎材は原則として再生材を使用するものとする。※基礎材は原則として再生材を使用するものとする。※基礎材は原則として再生材を使用するものとする。※基礎材は原則として再生材を使用するものとする。
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とすることとすることとすることとすることとすることとすることとすること
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      寸法は、副管径φ150用寸法。      寸法は、副管径φ150用寸法。      寸法は、副管径φ150用寸法。      寸法は、副管径φ150用寸法。      寸法は、副管径φ150用寸法。      寸法は、副管径φ150用寸法。      寸法は、副管径φ150用寸法。

（　）書き寸法は、副管径φ200用寸法。（　）書き寸法は、副管径φ200用寸法。（　）書き寸法は、副管径φ200用寸法。（　）書き寸法は、副管径φ200用寸法。（　）書き寸法は、副管径φ200用寸法。（　）書き寸法は、副管径φ200用寸法。（　）書き寸法は、副管径φ200用寸法。

本管径(mm)本管径(mm)本管径(mm)本管径(mm)本管径(mm)本管径(mm)本管径(mm) 副管径(mm)副管径(mm)副管径(mm)副管径(mm)副管径(mm)副管径(mm)副管径(mm)

150150150150150150150 150150150150150150150

150150150150150150150200200200200200200200

※副管の人孔内への突出は300mm以内とすること。※副管の人孔内への突出は300mm以内とすること。※副管の人孔内への突出は300mm以内とすること。※副管の人孔内への突出は300mm以内とすること。※副管の人孔内への突出は300mm以内とすること。※副管の人孔内への突出は300mm以内とすること。※副管の人孔内への突出は300mm以内とすること。

※1号人孔への内副管の設置は1個までとする。※1号人孔への内副管の設置は1個までとする。※1号人孔への内副管の設置は1個までとする。※1号人孔への内副管の設置は1個までとする。※1号人孔への内副管の設置は1個までとする。※1号人孔への内副管の設置は1個までとする。※1号人孔への内副管の設置は1個までとする。

※維持管理作業を考慮し内副管の撤去・復旧が容易な構造（貼付タイプ等）とする。※維持管理作業を考慮し内副管の撤去・復旧が容易な構造（貼付タイプ等）とする。※維持管理作業を考慮し内副管の撤去・復旧が容易な構造（貼付タイプ等）とする。※維持管理作業を考慮し内副管の撤去・復旧が容易な構造（貼付タイプ等）とする。※維持管理作業を考慮し内副管の撤去・復旧が容易な構造（貼付タイプ等）とする。※維持管理作業を考慮し内副管の撤去・復旧が容易な構造（貼付タイプ等）とする。※維持管理作業を考慮し内副管の撤去・復旧が容易な構造（貼付タイプ等）とする。
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1号マンホール内副管設置工1号マンホール内副管設置工1号マンホール内副管設置工1号マンホール内副管設置工1号マンホール内副管設置工1号マンホール内副管設置工1号マンホール内副管設置工

可とう性継手仕様可とう性継手仕様可とう性継手仕様可とう性継手仕様可とう性継手仕様可とう性継手仕様可とう性継手仕様

（本管径φ200以下、塩ビ管用）（本管径φ200以下、塩ビ管用）（本管径φ200以下、塩ビ管用）（本管径φ200以下、塩ビ管用）（本管径φ200以下、塩ビ管用）（本管径φ200以下、塩ビ管用）（本管径φ200以下、塩ビ管用）
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※内副管の管底は、下流管底より50mm上げとすること。※内副管の管底は、下流管底より50mm上げとすること。※内副管の管底は、下流管底より50mm上げとすること。※内副管の管底は、下流管底より50mm上げとすること。※内副管の管底は、下流管底より50mm上げとすること。※内副管の管底は、下流管底より50mm上げとすること。※内副管の管底は、下流管底より50mm上げとすること。
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取付管工

平面図 S=FREE

汚水桝設置工
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自在流入タイプ桝

クロス型設置図 ドロップ型設置図
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下水道標準設計図

ゴム輪受口

ゴム輪受口

75°自在曲管
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取付け管φ150

他機関埋設物
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断面図 断面図

ドロップ桝

-h1

+h1

ゴム輪受口

φ100　標準i=20‰(最小10‰) 土
被
り

0
.
2
0

▽GL1▽GL2

▽GL3
クロス桝

排水設備延長:L1

境界～埋設物までの距離:L3 境界～本管までの距離:L2

(30°自在曲管)

φ150　i=10‰以上

直管φ150

90°支管（管軸60°支管）

1.0m以内

S=FREE支管設置図

90°支管設置平面図 支管設置断面図

本管

管頂120°の間に取り付ける

90ﾟ α

本管

※この図面は、一般図であり同等以上の仕様で施工を行うものとする。

支管取付上の注意点

・本管接合部のけれん及び清掃

・支管用接合剤使用

・SUS番線♯12使用

・取付管の接続間隔は1m以上とする

支管管底が本管中心線より上方になるよう設置する。

塩ビ管（直管）※管接合はゴム輪受口 90°支管

直管φ150

自在曲管（角度は表参照）

本管径別自在曲管標準使用表

管軸60°支管使用時

60°

60°

45°

30°

30°

30°

45°

45°

30°

15°

15°

15°

支管取付
角度(α) 角度(θ)

30°

本管径

φ150

φ200

φ250

φ300

φ350

φ400

自在曲管

ふたます深(m)汚水ます

1号汚水ます

2号汚水ます

3号汚水ます

4号汚水ます

5号汚水ます

6号汚水ます

0.70

0.85

0.95

1.05

1.20

1.30

1.40

1.50

※2号汚水ます以上の使用を標準とする

※ふたは必要に応じ「T-14」「T-25」を使用する

T-2

T-8

1.50超小口径ホール

※ます深は有効深までの深さとする

※0°自在曲管

6
0
0

7
0
0

汚水桝
自在流入タイプ桝

１５０P×２００

大口径VU継手
汚水桝

600

1.0m以内

75°自在曲管

φ200

200×150
ゴム輪受口

(30°自在曲管)

官民境界より1.0m以内に設置を行えない時は、監督員と協議を行う事。
※汚水桝は原則として、官民境界より1.0m以内に設置する事。

※本管径φ150の時の取付管はφ125を使用する。

90°支管

（管軸60°支管）

ゴム輪受口

φ150

自在曲管（角度は表参照）

注意
宅内桝設置にあたり施工前に再度

又、桝深さの検討を行うこと。
土地所有者と位置確認を行うこと。

台座より立上がり管が上と
なるように施工すること

7
5 1
5
5

・専用SUSバンド使用可

1
.
0
ｍ
以

上


